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地
籍
調
査
・
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
う
考
え
は

町
長

少
し
お
時
間
を
頂
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

鞍
手
町
は
昭
和
３
１
年

か
ら
３
８
年
に
か
け
国
土
調

査
（
地
籍
調
査
）
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
精
度
は
如

何
な
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
。

町
長

当
時
の
調
査
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
問
題
が
あ
る
の

は
承
知
を
い
た
し
て
ま
す
が
、

町
の
単
独
事
業
で
何
十
億
も

掛
る
と
聞
い
て
お
り
現
状
と

し
て
は
非
常
に
厳
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問

今
後
、
鞍
手
町
発
展
の

た
め
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
土

地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地

再
開
発
事
業
の
よ
う
な
面
的

な
開
発
事
業
、
道
路
・
街
路

整
備
事
業
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

な
ど
の
民
間
開
発
事
業
な
ど
、

様
々
な
形
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
、
土
地
の
境

界
確
認
の
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
精
度
の
不

十
分
な
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、

土
地
の
境
界
確
認
完
了
ま
で

の
期
間
が
長
期
化
す
る
ば
か

り
か
、
土
地
の
境
界
確
認
に

要
す
る
多
額
の
費
用
等
を
、

事
業
を
実
施
す
る
者(

民
間

等)

自
身
が
負
担
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
か
ら
、

土
地
利
用

や
ま
ち
づ
く
り
を
阻
害
す
る

要
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、

①
土
地
の
境
界
が
不
明
確
で
、

土
地
取
引
等
を
行
う
際
に
リ

ス
ク
を
抱
え
ま
す
。
②
ま
ち
づ

く
り
計
画
等
の
支
障
で
あ
り
、

ま
た
民
間
開
発
に
も
大
き
な

支
障
を
生
じ
ま
す
。
③
大
規

模
災
害
の
場
合
な
ど
復
旧
の

遅
れ
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

④
公
共
用
地
の
適
正
管
理
へ

の
支
障
と
な
り
ま
す
。
⑤
適

切
な
森
林
管
理
等
の
支
障
と

も
な
り
ま
す
。

再
度
、
地
籍
調
査
を
行
え
ば

効
果
と
し
て
①
土
地
の
境
界

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
。
②
登
記
手
続
の
簡
素

化
・費
用
縮
減
。
③
土
地
の
有

効
活
用
の
促
進
。
④
建
築
物

の
敷
地
に
係
る
規
制
の
適
用

の
明
確
化
。
⑤
各
種
公
共
事

業
の
効
率
化
・
コ
ス
ト
縮
減
。

⑥
公
共
物
管
理
の
適
正
化
。

⑦
災
害
復
旧
の
迅
速
化
。
⑧

課
税
の
適
正
化
・
公
平
化
。
⑨

デ
ジ
タ
ル
化
に
す
る
こ
と
で
Ｇ

Ｉ
Ｓ(

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム)

に

よ
る
多
方
面
で
の
利
活
用
な

ど
精
度
の
高
い
地
籍
調
査
を

す
る
こ
と
で
、
町
民
の
方
に
も

各
種
公
共
事
業
に
も
メ
リ
ッ

ト
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
。

町
長

予
算
面
も
あ
り
ま
す

の
で
少
し
お
時
間
を
頂
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。


